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PR COMPANY
コスト10分の1で

顧客のモノを広める支援

INVESTMENT
投資先のバリューアップ

PR・IR
支援

PR・IR
支援

投資先
紹介

人事採用
支援

新規事業ノウハウ
顧客の提供

目利き
ノウハウの提供

COMPANY
FACTORY

HR
COMPANY

企業の成長を支える
人事・採用面での

支援

得意領域における
成長分野での
事業創出

広告、モノの広め方の
多様化

不確実性の増加
※コロナウイルス感染拡大

気候変動リスクの
増加

社会・関係資本

953社リテナー
企業数

財務資本※2023年2月期

552.2億円売上高

62.7億円営業利益

設備資本

事業に供する
ソフトウェアの開発、
通信機器の新設

知的資本

新規事業の創出

人的資本

自然資本

排出量
原単位 0.12

（t-CO2e/売上高（百万円））

38百万円従業員一人
当たり売上高

OUT
COME

社会・関係資本

46社連結対象
会社数

財務資本※2022年2月期

481.2億円売上高

51.2億円営業利益

知的資本

126百万円研究
開発費

人的資本※2022年2月期

1,303人グループ
従業員数

自然資本

1,329,149kWh
エネルギー
使用量

設備資本

507百万円設備
投資額

INPUT

外部環境／社会課題
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中期利益計画
（単位：百万円）

2023年2月期
（実績）

2024年2月期
（計画）

2025年2月期
（計画）

2026年2月期
（計画）

EBITDA

営業利益

7,013

6,276

7,920

7,260

9,160

8,500

10,660

10,000

・2026年2月期は、EBITDA10,660百万円、営業利益10,000百万円を計画しております。
・ROEにつきましては、25%以上を目安として継続的な改善を目指してまいります。
・当社の配当方針につきましては、連結配当性向30%を目安に株主の皆様に還元しております。
・今後の市場状況および実績等を踏まえ、中期利益計画を適宜アップデートしてまいります。

経営指標とするROEは、25%以上を目安として
継続的に改善していく方針

（単位：百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益 ROE

1,425
15.0%

5.0%

△ 199

486

2,071

17.1%

3,172

25.1%

△ 2,421

2018/2 2019/2 2020/2 2021/2 2022/2 2023/2 202X/2

※EBITDA = 営業利益 + 減価償却費 + のれん償却費

各事業の利益成長

各事業での持続的成長の実現

資本・資金の創出

持続的成長に向けた事業ポートフォリオの育成

財務健全性確保　自己資本比率30%以上 ROE向上　ROE25%以上

企業価値
向上サイクル

財務健全性確保　自己資本比率30%以上

PR・広告  ：中核事業として利益成長
プレスリリース ：投資を継続し利益成長
D2C ：規律を踏まえた投資により利益成長
HR ：成長ドライバーとなるJOBTVへ投資
投資 ：独自の案件発掘力により利益創出

成長投資

資本・資金の有効活用

新規事業、ベンチャー投資、M&Aの実施

株主還元

連結配当性向30%を目安に還元

中期利益計画

キャピタルアロケーション 営業キャッシュ・フローから得たキャッシュを成長投資および株主還元にアロケーション

ROEと親会社株主に帰属する当期純利益の推移
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